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TMDUの臨床力
超急性期からの歯科介入で脳卒中の早期回復を目指す
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脳
梗
塞
や
脳
出
血
な
ど
脳
血
管
障
害
の

総
称
で
あ
る
脳
卒
中
は
、
日
本
の
三
大
疾

病
の
ひ
と
つ
で
、
１
９
８
０
年
代
半
ば
ま

で
日
本
の
死
因
の
第
１
位
だ
っ
た
。
そ
の

後
、
効
果
的
な
治
療
薬
や
治
療
法
が
開
発

さ
れ
た
こ
と
で
治
療
成
績
が
向
上
し
、
今

で
は
死
因
第
４
位
に
な
っ
た（
第
１
位
は

悪
性
新
生
物
）。

　

し
か
し
、
脳
卒
中
発
症
後
に
後
遺
症
を

抱
え
て
い
る
患
者
は
多
い
。
入
院
患
者
の

約
７
人
に
１
人
は
脳
卒
中
で
、
要
介
護
の

原
因
で
は
第
１
位
で
あ
る
。
介
護
す
る
家

族
を
含
む
社
会
的
負
担
も
大
き
い
こ
と
か

ら
、
脳
卒
中
対
策
は
大
き
な
課
題
の
ひ
と

つ
と
さ
れ
て
い
る
。

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院

は
、
２
０
１
６
年
１
月
に
脳
卒
中
セ
ン

タ
ー
を
設
置
。
救
命
科
、
神
経
内
科
、
脳

神
経
外
科
、血
管
内
治
療
科
で
構
成
さ
れ
、

脳
卒
中
専
門
医
12
人
、
脳
神
経
外
科
専
門

医
17
人
、
脳
神
経
血
管
内
治
療
専
門
医
６

人
を
含
む
多
数
の
専
門
医
が
治
療
に
あ

た
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
手
術
部
、
麻
酔
科
、
放
射
線

科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
と
い
っ
た

関
連
部
門
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
24
時
間

体
制
で
救
急
搬
送
を
受
け
入
れ
、
後
遺
症

を
最
小
限
に
と
ど
め
つ
つ
、
再
発
を
防
止

す
る
最
先
端
医
療
を
提
供
し
て
き
た
。
そ

の
結
果
、
発
症
か
ら
血
管
再
開
通
ま
で
の

時
間
が
半
分
以
下
に
ま
で
短
縮
さ
れ
た

（
グ
ラ
フ
１
）。

嚥
下
機
能
の
改
善
で

肺
炎
発
症
が
減
少

　

脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
で
は
、
２
０
１
６
年

４
月
よ
り
日
本
医
療
研
究
開
発
機
構（
Ａ

Ｍ
Ｅ
Ｄ
）の
採
択
課
題
「
脳
卒
中
急
性
期

に
お
け
る
口
腔
機
能
管
理
法
の
開
発
に
関

す
る
研
究
」と
し
て
、
歯
学
部
附
属
病
院

摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
外
来
と
の
連
携
を
始

め
た
。

　

脳
卒
中
患
者
へ
の
歯
科
介
入
を
始
め
た

理
由
に
つ
い
て
、
脳
神
経
機
能
外
科
学
分

野
の
前
原
健
寿
教
授
は
予
後
の
改
善
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
な
ど
の
意

味
が
あ
る
と
話
す
。

　
「
脳
卒
中
は
死
因
の
４
位
で
、
３
位
は

肺
炎
で
す
が
、
実
は
脳
卒
中
の
患
者
さ
ん

が
誤
嚥
性
肺
炎
で
亡
く
な
る
こ
と
は
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
患
者
さ
ん

に
対
し
て
早
期
か
ら
歯
科
介
入
を
す
る
こ

と
で
口
腔
機
能
や
嚥
下
機
能
を
改
善
し
、

誤
嚥
性
肺
炎
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

結
果
的
に
死
亡
率
低
下
や
介
護
予
防
に
も

つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、

こ
の
研
究
課
題
で
は
脳
卒
中
発
症
直
後
の

超
急
性
期
か
ら
歯
科
に
介
入
し
て
も
ら
う

こ
と
に
し
た
の
で
す
」

　

高
齢
者
施
設
に
入
所
し
て
い
る
高
齢
者

に
対
し
て
、
専
門
的
な
口
腔
ケ
ア
を
行
っ

た
場
合
と
行
っ
て
い
な
い
場
合
と
で
肺
炎

発
症
数
を
調
べ
た
研
究
で
は
、
口
腔
ケ
ア

を
行
っ
た
群
の
ほ
う
が
明
ら
か
に
肺
炎
発

症
が
少
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る（
グ

ラ
フ
２
）。

　

し
か
し
、
入
院
患
者
や
施
設
入
所
者
な

ど
で
は
、
必
要
な
歯
科
治
療
や
口
腔
ケ
ア

が
受
け
ら
れ
て
い
る
人
は
１
割
に
も
満
た

な
い
の
が
現
実
だ
。
実
際
に
、
あ
る
病
院

の
リ
ハ
ビ
リ
科
に
入
院
し
て
い
た
全
患
者

の
歯
科
検
診
を
実
施
し
た
と
い
う
高
齢
者

歯
科
学
分
野
の
戸
原
玄
准
教
授
は
、
口
腔

環
境
を
改
善
す
る
こ
と
で
脳
卒
中
発
症
後

の
予
後
も
改
善
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

話
す
。

　
「
リ
ハ
ビ
リ
科
に
限
ら
ず
、
患
者
さ
ん

は
入
院
・
入
所
し
た
時
点
で
歯
の
治
療
か

ら
切
り
離
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
か

ら
口
腔
環
境
が
悪
化
し
た
り
、
嚥
下
機
能

に
合
っ
た
栄
養
摂
取
が
で
き
な
か
っ
た
り

す
る
こ
と
で
さ
ら
に
嚥
下
機
能
が
低
下

し
、
誤
嚥
性
肺
炎
や
窒
息
事
故
が
増
加
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
こ

と
は
専
門
的
口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
に

よ
っ
て
防
げ
る
は
ず
で
、
こ
の
研
究
に
は

大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
」

多
職
種
連
携
の
た
め
に

独
自
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

　

脳
神
経
外
科
で
は
以
前
か
ら
歯
学
部
附

属
病
院
と
連
携
し
て
お
り
、
入
院
患
者
を

中
心
に
口
腔
ケ
ア
な
ど
を
依
頼
し
て
い
た

経
緯
が
あ
る
。
当
時
は
慢
性
期
で
の
介
入

で
あ
る
上
に
、
診
療
科
同
士
の
連
携
で
し

か
な
か
っ
た
。

　

対
し
て
、
今
回
の
医
科
と
歯
科
の
連
携

は
、
脳
卒
中
発
症
か
ら
３
日
以
内
と
い
う

超
急
性
期
で
歯
科
介
入
を
依
頼
す
る
と
い

う
点
が
大
変
に
画
期
的
だ
と
い
え
る
。

　

入
院
中
の
口
腔
機
能
管
理
に
あ
た
る
の

は
、
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
の
医
師
と
摂
食
嚥

下
リ
ハ
ビ
リ
外
来
の
歯
科
医
師
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
歯
科
衛
生
士
、
医
師
、
看
護

師
、
言
語
聴
覚
士
、
管
理
栄
養
士
、
医
療

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
い
っ
た
多
職
種

チ
ー
ム
。週
に
1
回
は
多
職
種
で
の
嚥
下
・

口
腔
ケ
ア
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
も
実
施
し

て
い
る
。

　

脳
卒
中
を
発
症
し
て
運
び
込
ま
れ
た
患

者
は
、
血
栓
溶
解
法
や
血
管
内
治
療
、
開

頭
手
術
、
内
視
鏡
手
術
な
ど
が
行
わ
れ
る

が
、
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
に
歯
科
に
対
し
て

歯
科
介
入
が
依
頼
さ
れ
る
流
れ
だ
。
依
頼

を
受
け
た
歯
科
で
は
、
速
や
か
に
病
棟
で

の
口
腔
ケ
ア
、
嚥
下
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
行

い
、
そ
の
後
も
継
続
し
て
口
腔
機
能
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
。

　

こ
う
し
た
医
科
歯
科
連
携
を
ス
ム
ー
ズ

に
行
う
た
め
、準
備
に
も
時
間
を
か
け
た
。

入院中の口腔機能を
　　　　　     多職種チームで管理

脳神経外科病棟での
多職種カンファレンス

（週1回開催）。

ベッドサイドでの歯科医師による
口腔ケア支援。

言語聴覚士と歯科医師による
咀嚼・嚥下機能評価。

戸原 玄 准教授
医歯学総合研究科高齢者歯科学分野

前原健寿 教授
医歯学総合研究科脳神経機能外科学分野

ＴＭＤＵの臨床力
超急性期からの歯科介入で
脳卒中の早期回復を目指す

東京医科歯科大は研究や教育で国際的に高く評価されてきたが、
それらと同じくらい、臨床においても数々の強みを持つ。

中でも、医学部附属病院と歯学部附属病院による脳卒中患者への対応は、
他にはない先進的な取り組みだといえる。
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グラフ2   口腔ケアの有無による肺炎発症数の違い
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「
以
前
は
歯
学
部
に
歯
科
介
入
を
お
願

い
し
た
く
て
も
、
歯
学
部
の
ど
こ
に
依
頼

し
て
い
い
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
医

科
と
歯
科
で
は
書
類
の
流
れ
な
ど
も
違
い

ま
す
の
で
、
ま
ず
は
窓
口
を
統
一
し
ま
し

た
。
次
に
口
腔
ケ
ア
を
医
療
行
為
と
し
て

行
う
場
合
は
医
師
の
オ
ー
ダ
ー
が
必
要
で

す
が
、
従
来
の
や
り
方
だ
と
大
変
煩
雑
で

時
間
も
掛
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
で
き

る
だ
け
医
科
と
歯
科
の
連
携
を
簡
素
化
す

る
よ
う
に
手
続
き
も
見
直
し
ま
し
た
」（
前

原
教
授
）

　

歯
科
側
で
も
、
超
急
性
期
で
の
介
入
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
体
制
を
見

直
し
た
。
戸
原
准
教
授
は
そ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
外
来
だ
け
で
は

人
的
リ
ソ
ー
ス
が
十
分
で
は
な
い
の
で
す

が
、
地
域
・
福
祉
口
腔
機
能
管
理
学
分
野

の
古
屋
純
一
教
授
が
全
面
的
に
協
力
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
医
科
の
看
護

師
な
ど
専
門
家
で
な
く
て
も
口
腔
内
を

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
て
、
卒
後
教
育
な
ど
に
も
活
用
し

て
い
ま
す
」（
戸
原
准
教
授
）

急
性
期
か
ら
慢
性
期
ま
で

シ
ー
ム
レ
ス
な
管
理
を
実
現

　

脳
卒
中
患
者
へ
の
歯
科
介
入
は
入
院
中

だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
大
学
病
院
で
は

基
本
的
に
急
性
期
し
か
入
院
し
な
い
が
、

回
復
期
病
院
や
施
設
、
在
宅
で
も
継
続
し

て
口
腔
ケ
ア
が
行
え
る
よ
う
、
退
院
後
の

情
報
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
共
有
ま
で
行
う
。

　
「
大
脳
病
変
で
の
嚥
下
障
害
の
多
く
は

急
性
期
の
み
で
、
時
間
が
経
っ
て
も
残
る

嚥
下
障
害
で
あ
る
こ
と
は
少
な
い
。
と
い

う
こ
と
は
、
嚥
下
機
能
が
回
復
す
る
可
能

性
が
高
い
の
で
す
が
、急
性
期
病
院
が『
嚥

下
機
能
障
害
あ
り
』と
し
て
転
院
さ
せ
て

し
ま
う
と
、
嚥
下
機
能
は
回
復
し
な
い
も

の
だ
と
思
わ
れ
て
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
行
わ

ず
、
そ
の
ま
ま
胃
瘻
に
し
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
が
実
は
と
て
も
多
い
。
超
急
性
期
か
ら

慢
性
期
ま
で
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
対
応
が
重

要
な
の
は
そ
の
た
め
で
す
」（
戸
原
准
教
授
）

　

Ｔ
Ｍ
Ｄ
Ｕ
型
脳
卒
中
の
口
腔
機
能
管
理

を
ス
タ
ー
ト
し
て
２
年
目
。
介
入
に
よ
る

効
果
は
明
ら
か
で
、
唾
液
誤
嚥
レ
ベ
ル
が

30
％
減
少
、
絶
食
も
35
％
減
少
し
、
全
粥

食
を
食
べ
ら
れ
る
患
者
が
10
％
増
加
し

た
。
特
に
、
１
週
間
以
内
の
肺
炎
発
症
は

激
減
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
こ
の
仕
組
み
を
他
大
学
や
多

施
設
に
広
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
。
ま

ず
は
歯
科
を
併
設
す
る
関
連
病
院
に
声
を

か
け
、
独
自
に
作
成
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
や

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
ど
ん
ど
ん
情
報
開

示
し
て
い
く
方
針
だ
。

　
「
本
学
は
も
と
も
と
医
科
と
歯
科
が
連

携
し
や
す
い
関
係
だ
っ
た
た
め
実
現
し
ま

し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
他
院
に
も
広
げ
て
い

く
義
務
が
あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
」（
前

原
教
授
）

　

Ｔ
Ｍ
Ｄ
Ｕ
型
が
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
り
、

医
科
と
歯
科
の
連
携
が
広
が
っ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

［88歳・男性］
右後頭葉皮質下の脳出血を
発症
発症6日後に歯科介入依頼

［77歳・女性］
右被殻の脳出血を発症
発症3日後に歯科介入依頼

［83歳・女性］
くも膜下出血を発症
発症5日後に歯科介入依頼

左上の歯が動揺し、痛みがあるため噛む
ことができない。義歯も破損しており装着
不可。口腔環境が悪く舌機能低下も認め
られる。
看護師に義歯の装着・正装方法や口腔
ケアを指導。動揺歯抜歯、上顎義歯修理、
専門的な口腔ケアと口腔リハビリを実施。

歯の根だけが残った状態が多く、大量の
付着物を認める。廃用に伴って口腔内が
乾燥しており、上顎前歯の強い動揺、口
唇潰瘍も認められる。
上顎前歯の動揺のため口腔ケアができな
いという看護師からの訴えを受け、主治
医と連携して上顎動揺歯を抜歯。看護師
に口腔ケアを指導した。

常時の開口があり、口腔内は廃用により
著しく乾燥していた。剥離上皮、痂皮、
痰などが口腔内に付着するなど口腔内の
汚染が強く、嚥下障害も認められた。
看護師や家族と口腔環境の情報を共有し
口腔保湿剤の使用法など効率的な口腔ケ
アを指導。専門的な口腔ケアと口腔リハ
ビリを実施。

口腔環境が整備され、口腔機能が回復し
たことでペースト状の訓練食を10割摂取
することが可能になった。口腔からの送り
込みも改善。
咀嚼を要する訓練食へのステップアップ
も検討可能になった。

看護師による口腔ケアが容易になったこ
ともあり、口腔環境が改善された。舌運
動も可能になり、嚥下訓練へと円滑につ
なげることができた。

全身状態に著明な変化はなく、開口状態
も続いているが、口腔環境は優位に改善。
口腔機能のリハビリによって口腔内が潤
うようになり、経口摂取訓練に向けた足
がかりができた。

【摂食嚥下リハ外来初診時】

【摂食嚥下リハ外来初診時】

【摂食嚥下リハ外来初診時】

【介入2週間後】

【介入3週間後】

【介入4週間後】

TMDU型 脳卒中患者の口腔機能管理

円滑な転院／退院

誤嚥性肺炎の
予防

歯学部附属病院
摂食嚥下リハビリ外来

入院中の口腔機能を
多職種のチームで管理

発症1～3日の
超急性期

介入依頼

転院・退院に向けた情報提供・支援

早期の安全な
経口摂取開始

食べる楽しみ
（QOL）の回復

医学部附属病院に入院

脳卒中発症
ER搬送

脳卒中
センター
（医師）

歯科介入
開始

言語聴覚士と
歯科による
嚥下評価

多職種による嚥下・口腔ケア
カンファレンス実施

歯科による
看護師の

口腔ケア支援


